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自然貿源保護会議

本 岡 武
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InternationalUnionforConservation ofNature

andNaturalResources(IUCN)は,1948年に設立さ

れ,本部をスイスの Morgesにおく｡ これは, 全世

界にわたる自然および自然資源保護のための,政府お

よび民間団体の連絡調整,自然および自然資源保護の

活動の促進,ならびに,そのための情報の入手交換を

目的とする｡

これが,創立以来18年日に,はじめて熱帯東南アジ

アを対象としての会議を, 11月29日か ら12月4日ま

で,タイ国家研究会議 (NationalResearchCouncil)･

UNESCO･FAO の共催のもとに, バンコクのカセツ

アー ト大学に開いた｡

agriculturaleconomistであるわた くLは自然資源

保護とは関係がないわけでないが,開会の 1週間ばか

りまえ,タイ組織委員会か ら,とつぜん招請状がとど

いたので, 少 しとまどった｡ あとで, この会議の議
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長として一切の責任をみごとにはたされた HaroldJ･

Coolidge博士 (Chairman,IUCN InternationalCom一

mission on NationalParks;Chairman,Standing

Committeeon Paci丘cConservation ofthePaci丘c

Science Association; Executive Director of the

Paci丘cScienceBoard,NationalAcademyofScience,

NationalResearchCouncil,したがって,1966年夏に

東京で開催される太平洋学術会議のアメリカ側の リー

ダー)に伺って,はじめて,この間の事情がわかった｡

というのは,博士がこんど/ミソコクに赴 く途次,京都

の東南アジア研究センターを訪問,岩村所長と会談さ

れた｡わがセンターの東南アジア研究計画を知 り,そ

の代表の意味で,わた くLを招請するよう,タイ組織

委員会に京都から打電されたとのことだった｡わた く

Lは,わが/ミソコク連絡事務所は,できるだけ,あら

ゆる専門分野での東南アジア研究についての情報を入

手 し,また東南アジア研究者と接触を保つべきだと確

信 しているので,喜んで会議に参加することにした｡

もちろん,自分の専門とする以外の部門の国際会議に

出席 しての報告なので, うまくフォローできなかった

のは仕方がないが,ここにとりあえず,会議の模様を

とりまとめ,とくに東南アジア研究計画のうちの生物

学の関係者の参考に供 したい｡

2

この会議には,タイ ･マレーシア (マラヤ ･サバ ･

写真 1 開会式の行なわれたカセツ7- ト大学本館
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サラワク)･シンガポール ･ブルネイ ･インドネシア･

フィリピン･南ベ トナム ･ラオスの東南 アジア諸国

(北ベ トナム ･カンボジア ･ビルマは欠席)をはじめ,

ホソコソ ･中国 (台湾)･朝鮮 ･口本 ･イソドのアジ

ア諸国,イギ リス･イタリー ･フランス ･ベルギー ･

ドイツ･オランダ･スイス ･アメリカ ･ローデシア ･

オ-ス トラリアなど,23カ国か ら,約 150人が参加 し

た ｡

これ ら諸国の国旗のはため くカセツアー ト大学講堂

で,第 1日の 11月29日 (月), 多数のタイ側か らの傍

聴者の用衛のもとに,開会式が行なわれた｡乾燥 した

北西風が講堂に吹きこんで,まことに気特のよい朝だ

った｡

開会冒頭,議長 Coolidge博士が開会を宜 し IUCN

会長 ･パ リ大学医学部 F.Bouliere教授が名誉議長に

推薦される｡ついで,まず,第 2次世界戦争以来,わ

が国でなじみの深い副首相 WanWaithyakon殿下が

Thanom 首相代理として, タイ国政府の歓迎 の辞を

述べ られる｡Wan殿下を見るのは,わた くLには,ほ

じめてだった｡ 共催者 UNESCO

を代表 して G.Betancur-Mejia事

務総長補 (教育担当),FAO を代

表 して H.N.Mukerjee アジア

極東地域事務局長代理,タイ組織

委員会と国家研究会議を代表 して

Pradisth Cheosakul国家研究会

議副事務総長 (自然科学担当)の

祝辞Oそのあと,IUCN 事務局側

として, IUCN 事務局長 Hugh

Elliott禍が答辞を述べた｡

ここで,Wan殿下が退席 され

Smithsonianlnstitution;Member,IUCN

ExecutiveBoard.

Cmdr.PeterScott,VicePresident,International

WildlifeFund;Chairman,SurvivalService

CommissionoftheIUCN.

Dr.Edward Graham,Deputy Convener,

ConservationSectionoftheInternational

BiologlCalProgramme;Chairman,Ecology

CommissionoftheIUCN.

Dr.LeeM.Talbot,Director,SouthEastAsia

ProJeCtOftheIUCN;Member,Conservation

SectionCornmitteeoftheInternational

BiologicalProgramme.

この基調演説をとおして強調されたのは,従来,自

然保護についてアフリカにIUCNの主力がそそがれて

いた｡ しか し,1963年の Coolidge博士の東南アジア

訪問を契機として,IUCN が東南アジアに強い関心を

もつにいたったこと,また従来東南アジアでこの問題

があまり重視されなかったが,最近関心がたかまり,

写真2 開会式の正面壇上,左 より, 1人おいて,IUCN 会長

Bouliere教授,タイ国副首相 Wan殿下,会議議長Coolidge博士
て,Coolidge博士司会のもとに,

会議のテーマ "ConservationSpotlightonSouthEast

Asia"について,つぎの諸氏による基調演説が行なわ

れた｡

Mr.ThaneRiney,WildlifeandNationalParks

Ofhcer,FAO,Rome.

Mr.WayneA.Mills,ActingDirector,UNESCO

RegionalCentreforScienceandTechnology

forSoutheastAsia.

Dr.S.DillonRipley,President,International

CouncilforBirdPreservation;Secretary,

ここに各国政府に一段の強い刺激を与えたいとのこと

である｡

つづいて, 会場を 同じくカセツアー ト大学構内に

ある タイ米穀局稲作保護研究 ビルに移 し, Technical

Sessionがはじまる｡

この TechnicalSessionのや り方は,なかなか,お

もしろ く参考になった｡ とい うのは, 正面の壇上 に

Chairman,Honorary ViceChairman (1- 3人),

DiscussionLeader,Summarizer,Recorder (1-2
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写真 3 会議場にあてられたカセツアー ト大学構内の

タイ米穀局 RiceProtectionLaboratory

人)がず らりとな らび,両翼の壇上に participantの

うちの報告者が 8-12人 ぐらい陣どる｡一般の parti-

cipantや observerは これに 向かいあって坐る｡ 運

営は DiscussionLeaderにまず任された形だ｡DiscllS-

sionLeaderは IUCNのアクティブなメンバーか ら選

ばれる｡ なお,Sessionの前 日に,壇上にならぶもの

全員が,chairmanの主催する打ち合わせ会で,十分に

下準備を しているようだ｡報告者は,ペーパーを読ま

ず, 5分間以内で要点を しゃべる｡

Technic&lSessionIは,InternationalBiological

Programme･Chairmanはマレーシア大学の E.Ba･

lasingham博士で,Graham博士が DiscussionLeader

となる｡Graham博士が1967年か ら5-7カ年計画で

行なわれる IBPの説明をするO 京大東南アジア研究

センターの第 2次 5カ年計画の生物学研究はIBPと密

接な関係のもとに行なわれるであろうか ら,わた くL

は,まった くの専門外であるが,興味深 く,このセッ

ションに出席 した｡ IBPがとりあげるのは,(1)基礎

的な生物学的生産性 (とくに, bio-dynamicnatural

system の問題),(2)生産性の生理学的側面,(3)自然

保護と生産性との関係,(4)淡水生物,(5)海洋生物,

(6)極限条件-の人類の適応,(7)生物資源の利用と管

理であるとい う｡

各報告者か ら,IBPにたいする東南アジア諸国の態

度や準備状況が述べ られたが,どれもが大賛成だとい

う｡ しか し,IBP委員会が設置され,このプログラム

に積極的にとりくんでいるのは,フィリピンだけであ

る｡質疑応答のなかで,カセツアー ト大学の Sanga博

士が, ｢IBP についてポーランドか ら連絡があるが,

タイとしてほ困る,まっれわれは従来か ら共同研究を し
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ている京都大学の四手井教授(農)

といっしょにタイでの IBPをや

りたい｣との発言があった｡この

セッションのために,各国か らの

参加者にとって IBPの理解 がよ

くできたようだ｡これで東南アジ

ア各国間 の IBP の共同研究-の

一歩がふみだされたとみてよい｡

この IBPにおいて, 各国ができ

るだけ同一の生物を研究対象とし

た らどうかとい う意見 が強 か っ

た｡

このセッションに提出されたペーパーは,これまで

の東南アジア諸国の IBp-の関心の低さのために,

わずかつぎの3つにかぎられている｡

S.M.Sendana,CollegeofAgriculture,University

ofthePhilippines, ThePhilippine Biological

Programme･

RoaldA.Peterson,FÅo,Rome,FÅoContribution

toInternationalBiologicalProgyamme.

C.Soemarwoto,NationalBiologicalInstitute,Bogor,

Indonesia,ScienlijicDevelopmentfortheUdjung

andTjibodasNatureReserves･

第 2日は TechnicalSessionII-Ecologyである｡

農業経済学の立場か らほ自然資源保護のための土地利

用がひとつの問題なので,このセッションは,わた くし

の専門的立場か らも,おもしろかった｡座長はボゴー

ルのインドネシア生物学研究所長 Soemarwoto博士｡

ecologyとい うものの,12人の報告者は,それぞれ,

土地分類調査 ･土地利用計画 ･水源林腐養 ･生産資源

保護 ･鳥害 とネズ ミの害対策 ･野獣保護など,千差万

別の報告をした｡わた くし自身,マラヤの土地利用調

査 と土地利用計画のすすんでいるのには感嘆 した｡南

ベ トナムからも同じように報告があったが,この戦乱

のまっただなか,机上の空論のように思われて仕方が

なかった｡自然保護の会議であるにかかわ らず,農作

物におよぼす野鳥の害,またネズ ミの害が強 く指摘さ

れたが,これは,わた くしのタイやカンボジアでの観

察からしても,十分に うなずける｡セッションをつ う

じて,東南アジアの生物の生態についての知識の不十

分,したがって,その研究- それも東南アジア諸国
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間での共同研究- の必要が痛感されたこ

提出されたペ-パーは,

RobertKno又Dentaれ,DepartmentofAnthropology

and Sociology,Ohio State University,Some

ProblemsinDeterm2nmgtheConservationNeeds

oftheHillPeopleofSoutheastAニia.

Tom Gill,InternationalSocietyofTropicalFores-

ters,In°.,Washington,D.C.,Mi.7･UseofLand

inSoutheastAsia.

G.R.Conway,AgriculturalResearchCentre,Sabah.

CropPestControlalld ResourceCon∫ervaiion

inTropicalSouthEastAsia.

∫.L Harrison,DepartmentofZoology,University

ofSingapore, TheEjfectof ForestClearance

onSmallAnimals.

R.Devred,Agricultural Reseal-Ch Organization,

RuralInstitutionsandServicesDivision,FÅo,

Conservation of Nature and Agricultural

Develot)ment,C0-Ordination andTntegraiionof

ReSearch

DominadorZ.Rosell,NationalScienceDevelopment

Board,Manila,WaterPollution-ACon.7erVaiion

Problem inlhePhilippineLT.

William P.Panton,EconomicPlanningUnit,Pri111e

Minister'sDepartment,KualaLumpur. L,and

CaEabilityClassijicationintheStatesofMalaya,

Malaysla.

MacidY.Gtilcur,U.N.Special Fund,Forest,Forest

Range and Water･shed Management in the

Philippines,CriticalImI7GriのICeOfRe二earcha-7

aBasiJ-forManagementofNaturalRe･SOurCCS

inTropicalSouthEaSiA5ia.

Nguyen-Van-HiepandNguyen-DinhMo,Directorate

ofForestAffairs,SouthVietnam.APart-Time

JobforSpareMoney:RaisingDeerinVietnam.

MacidY.Gこilcur, RenewableNaturalReĴourceニ

andtheirProbL.em写iltthePhilippine-,.

∫.A.Tubb,FÅo RegionalOFLCe,Bangkok, A

ConsiderationofikeFisheriesProblemsofthe

LowerMekongBasin.

lTl･ank G. Nicholls, Applied Scientific Research

CorporationofThailand,PropoJedInventoryof

NaturalResourcesillThailand.

W.Meijer.ForestDepartment,Sabah,A Botanist's

ViewontheU17eOfArboricidesinFore二tryin

Sabah.

Vu-Ngoc-Tan.ParoIZoo-Botanique,Saigon.L'Ele-

vagedesCervidp･-,uneReJ-OurCeSI･nt:yessante

PourlpsPaysen VotedeDE;'veloppementdLL

Sud-E_StA.u'aiiaue.

UdhaiChanphaka,RoyalForestDepartment,Thal･

land,TheRovalForeSiDepartmentProgramme

forWatershedManagementandJTi●sproblem.

W.B.Hitchcock,Commonwealth Scientifi.C and

lndustrial Research Organization, Canberra,

WildlifeResourcesinNeuJGuinea.

Thai〔ong Tung,AgriculturalResearch,Saigon,

LandCapabilityClaここiPcationinSouthVietnam.

PhilipA.Daley,ForestService,Agricultureand

FisheriesDepartment,HoneKong,Conservation

alZdPublicAdminiごiration,TheNeedforC0-

01)erativePlanning.

Sanga Sabhasri,KasetsartUniversity, Bangkok,

Preliminary WatershedManagementResearch

inNorthernThailand.

第 3日は,TechnicalSessionIII-Educationand

Training.歴長は タイ国の自然保護の代表的な役割を

しているBoonsongLekegul博士(SecretaryGeneral,

TheAssociation fortheConservationofWildlife

inThailand;Member,ⅠUCN ExecutiveBoard)0Jl;'二
校教育,保 護のための訓練,社会教育の 3問題にわけ

て,セ ッシ ョンがすすめ られた｡とくに,滅亡 してゆ

く生物に, とくへつの注意が払われ るよう,学校 ･社

会の両側面にわたっての教育が強調された｡捉.LHされ

た--パーはつぎのとお り｡

自然保護のための社会教育について,

G亡Orge C.Ruhle,National Park Service,U･S.

DepartmentofInterior,TheConiribuiion of

Interlj,relive Programsin NationalParks to

PopularConservationPrograms.

E.∫.班.Berwick,DepartmentOfAgriculture,Sabah,

EducationandPublicityfopResourceConserva-

tion inSabah.
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WongYew Kwan,MalayanNatureSociety,Kuala

Lumpur,ContributionofikeNatureSocietyto

PublicConservationEducation.

R.S.R.Fitter,TheFauna Preservation Society,

London,SomeNotesonCampaignsandProPa･

gandaonBehalfofConservation.

J･Goudswaad,Rotterdam,ElementsofanEHective

NationwideConservationEducationProgramme.

J･LIHarrison,TheTimeLaginTeachingBiology.

PhungTrung･Ngan.FacultyofScience,University

ofSaigon,ProjectofInirodlJCingtheIdeaof

ConservaiioninVietnameseSchools.

Francis Ratcliffe, The Australian Conservation

Foundation,Canberra,TheAustralianConser-

vationFoundation.

DoloresF.Hernandez,Science Teaching Center,

Universlty Ofthe Philippines. Conservation

EducaiioninCurriculumImprovementProjects

inikePhilippines.

C･W･Chang,FÅoRegionalO氏ce,Bangkok,The

RoleofAgriculturalExtensioninConservation

Education.

RichardCordonMiller.CarsonCity,Nevada,What

istheStatusofⅥTorldConservationEducationP

ChamnianSa-Nguanpuag,DepartmentofEducation,

Bangkok,ReportonConservationEducationand

TraininginThailand.

I･MadoTaman,ForestService,Bogor,TheRoleof

ZoologicalGardensinCreating PublicAware-

nessofWildlifeConservation.

自然保護専門家の養成について,

RobertL Rudd,DepartmentofZoology,University

ofCalifornia,Davis,Calif･, Trainmg Asian

SiudentsinResourceManagement.

MohamadKhan,GameDepartment,StateofPerak,

Malaysia,SjbecialistWildlifeTraining from

lheStandl,ointofanAsianTrainee.

Raymond F. Dasmann,HumboldtStateCollege,

Arcata,Calif.,EducationandGoalsinWildlife

Conservation.

G.S.deSilva,GameDepartment,Sandakan,Sabah,

ConservationTrainingNeedsinTropicalSouth
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EastAsia.

EdilbertoZ.Cajucom,CollegeofForestry,Univer-

sityofthePhilippines,ConservationTyaining

inParksandRecreation Managementin ike

Philippines.

E･A.Quist･Arcton,ForestryandForestProducts

Division,FAO,Middle Grade Conservation

TraininginAfrica.

VallobhNaraballobh,KasetsartUniversity･,Training

forEHeciiveCareersinConservationinThai-

land.

第 4日は Teclmica1Session IV-Threatened

Species.座長 に フィリピン ･シ リマ ソ大学 D･S･

Rabor教授｡IUCNはこの絶滅の危険にある生物の保

護に,とくに力をそそいできている｡東南アジアにお

いても,野獣や鳥でもまさに絶滅にひんしているもの

が多数あるので,とりあえず,これの リス ト作成をす

ることの急務が,やかましくいわれた｡マラヤでこの

問題の研究がすすんでいるのは,おどろくべきだ｡そ

の反面,その他の諸国では,最近やっと関心がもたれ

るようになったとの感 じである｡

ErieR.Alfred,NationalMuseum,Singapore,Rave

andEndangeredFresh･WaterFishesofMalaya

andSingapore.

E.P.Gee,Assam,Threatened Speciesof Large

MammalsinTropicalSoutheastAsia,andike

zmporianceofSanctuaries(includingNational

ParksandReserves)intheirConservation.

班.ElliottMcClure, Armed Forces Institute of

Pathology,Washington,D.C.,SomeProblems

concermngEndangeredBirdsinSoutheastAsia･

WernerT.Schaurte,Louvenberg･Neuss,WestGer･

many,Threatened SpecieJ-Of Rhinocerosin

TropicalS.E.AJia.

ち.Balasingam,DepartmentofZoology,University

ofMalaya,TurtleConservationinMalaya.

I.A.Hislop,Singapore,RhinocerosandSeladang,

Malaya'sVanishingSpecies.

AnneJohnson,DepartmentofBotany,University

ofSingapore,RarePlantsandtheCommunity

inSouthEastAsia.
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Tem Smitinand,RoyalForestDepartnlent,Bangkok,

SomeRareandVanishingPlantsofThailand.

ChoteSuvatti,KasetsartUniversityandDebVenas-

veta,DepartmentofFisheries,Bangkok,Threa･

iened Speciesof Thailand's Aquatic Fauna

andPreservationProblems.

Chew Wee-Lek,BotanicGardens.Singapore,Conser-

L･ationofHabitats.

GodofredoL.AIcasid,PhilippineNationalMuseum,

Manila,CatchingBirds2L,iihI,ight.

1:r,inkG･Nicholls,RegulationandCoordinationof

ColleciionsofFloraandFauna.

G.S.deSilva,TheEastCoastExperiment.

DioscoroS.Rabor,SillimanUniversity,Duamaguete

City,Philippines,ThreatenedSLmie.70fSlnall

Mammalsin TropicalSouthEaSiAニia,The

ProblemsinthePhilippines

1)ioscoro S.Rabor, The PrLlt7e7てtStatu.70f the

Monkey-Eating Eagle, Piiheco♪haga Jen-eryi

Orilvie-Grant,ofthePhilippines.

BoonsongLekagul,TheAssociationfortheConser-

vationofWildlife,Bangkok,ThreatenedSpecies

ofFaunaofThailand.

S.Somadikarta, Museum Zoologium Bogoriense,

fSogor,SeaTurtlesinZndone.W'a.

S.DillonReply,Smithsonianlnstitution,ThePod-

iionofthelnternaiionalTradeinWildBirdJ-

asa Factor EHeciing Threatcnrd SPeciesof

BirdsinTropicalSoutheastAJlia.

BarbaraHarrison,SarawakMuseum,Sarawak,Col,(-

seyvationNeedsoftheOrang-Utan.

最後の TechnicalSessionV-NationalParksが

第 5日に開かれる｡座長はタイの Dusit森林局長｡も

ともと東南アジアにおいて,ちゃんとした国立公園を

もつのはマレ-シアだけであるoタイにも,KhaoYai

国立公園があるが,設備は,まだまだこれからといっ

たところだ｡このセッションでは,公園と保護区との

定義,東南アジアにおける国立公園と保護国との リス

ト作成の必要,諸国での国立公園のもつ意義の相違,

国 立公園のPRの方法,国立公園と経済発展との関係

などが,問題とされたO

提出されたペーパーをあげる.

Jean-PaulHarroy, InternationalComnlission on

NationalParksofIUCN,UlliiedNationsWorld

L,iStOfNationalParksandEquivalentReserves.

MyronSutton,NationalParkService.LT.S.Depart-

InentOftheInterior,Washington.D.C., The

Co71iribution of NationalPark.7io National

Recreation.

MarionClawson,王iesoureesfor the 1:uture,W (･い

shington,D.C..I'arkSvJ-iemsPlamlirZg,

▲1.RahmaIIAI皇,ForestT)epartnlent.StatesofNegrl

SembilanandMalacca,MalayslaandWongYew

Kwan,ForestResearchInstitute,Kepong,Se1-

angor,Malaysia, TheVirginJungleResert)a

Projectofikeil,IalayanFore二tDepartment.

PeterS.Ashton,ForestDepartment,Kuclling,Sa-

rawak,NOiesonParkDcvelopmcntandPublic

EducGtioninBL.-koNaiiorvalPark,SarauJak.

∫.A.氏.Allderson,Forest DepartmCnt,Kuching,

Sarawak,CriteriaforikeSelcciionof Areas

forNationalPark,7inSarazt)ak.

Gerardo Budowsiti, Inter-Ant(Jrican Institute of

AgriculturalScience,OAS,Turrialba,Costa

Rica,ProieciionandManagementof Natural

Areas in Latin America, Implications for

SouiheasiAsia.

Ho Coy-Choke,Genetics Departmellt, Australian

NationalUniversity,Canberra and M.E.DI

Poore,Commonwealth Forestry lnstitute,Ox-

ford,Th,cValueoftheMountKiプLabalau Na-

iionalPark,Malaysia,tOPlantEcology.

Phairot Suvanakorn, Ⅰ～oyal Forest Department,

Bangkok,AGuideioKhaoYaiNaiiollalPark.

F.R.Foberg,NationalResearcllCouncil,Washing-

ton,D.C., Scieniijic Needsfor Parks and

Reserves.

P.M.Marl;hallandA.T.Marshall,Departmentof

Zoology,UniversityofHongKong,Conf'･erVation

inIIongKong.

HasanBasJ;arudin,ForestService,Bogor,Problems

ofNationalParksand ReseruLIJ-in hldonesia

andEmergmgCountries.
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LordMedway,DepartmentofZoology,University

ofMalaya,ResearchinRelation toNational

ParksandNatureReserves.

J.B.AIvarez,Jr.,ParksandWildlifeO斤ice,Manila,

TheNationalParks;ItsConcept,Standards

andPractices.

DusitBanijpatana,RoyalForestDepartment,Bang-

kok,WildlifeConservationinThailand.

なお,Genera一BackgroundPapersとして,つぎの

ものが提出された｡

PaulWycherley,RubberResearchInstituteofMad

1aya,Kuala1,umpur,ConservationofLimestone

HillsinMalaya.

Nguyen･Van-HiepandNguyen-DinhMo,TheReal

SiiuaiionofikeConservationin Viet･Nam in

1965.

G.S.deSilva,WildLifeConseyvationintheState

ofSabah.

Pham･Hoang･Ho,FacultyofScience,Universityof

Saigon,PlanfortheConservationofNature

inVietnam.

A･RahmanAli,ForestConservationinMalaya.

この会議期間の午後や夜を利用 して, UNESCO

RegionalWorking Group on the Conservation

ofNature arLd NaturalResource8in Tropical

SoutheastASiaの会議が,UNESCORegionalCentre

forScienceandTechnologyforSoutheastAsiaに

よって主催された｡ わたくLは,その Groupに属さ

ないので出席 しなかった｡

最終の第 6日は閉会式で, Coolidge博士が座長 と

なる｡

まず,各セッションの座長が討議点を報告,つづい

て,Talbot,Graham,Darlingの IUCNのアクティブ

なメンバーが,これからの展望を述べ,決議にうつる｡

この決議は,東南アジアの自然保護にかんする問題点

と対策とを明らかにしているので,全決議項 目をここ

に紹介しておこう｡

(I) 組織 ･管理 ･運営についての決議

(1) 東南アジア地域の自然保護のための組織を設け

ることを,関係政府 ･機関に勧告する｡
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(2) 各国に,自然資源保護団体の組織,研究施設の

設立,研究のための主要環境形態の適切なサンプ

ルの保存,土地利用計画の樹立を勧告する｡

(3) 自然保護立法の調整のため,各国の立法例を収

集,かつモデル立法を作成することを,国際機関

に勧告する｡

(4) Mekong開発参加諸国にたいし,自然と生物生

態の保護に十分な注意を喚起する｡

(5) 農薬使用についての,自然保護の立場からの制

限を各国政府に勧告する｡

(Ⅶ) 研究および教育についての決議

(6) 本地域の生物学著が InternationalBiological

Program に積極的に参加することを希望する｡

(7) UNESCORegionalWorkingGrouponConser-

vation ofNatureandNaturalResources in

TropicalSouthEastAsiaの継続と強化とを支持

する｡

(8) インドネシアの InternationalBiologicalPro･

gramは,スマ トラの LoserReserveのような生

物学的にきわめて興味ある地域を含み,またあら

ゆる可能な援助をうけるべきことを勧告する｡

(9) タイが InternationalBiologicalProgramの一

環として,Smithsonianlnstitutionとの連絡のも

とに,InstituteofEnvironmentalSciencesを設

立することを支持する｡

(1C?自然保護専門家に自然資源関係の政府諸機関に

密接に協力することを勧告する｡

(川 各国政府が初等 ･中等教育のカリキュラムのな

かに自然保護をとりいれることを含んでの,自然

保護についての教育を発展することを勧告する｡

(121 自然保護教育のための教材の供給を関係国際機

関に勧告する｡

(13) 海外援助計画に自然保護の短期訓練計画がとり

いれられることを勧告する｡

(Ⅷ) 絶滅にひんしている生物の保護にかんする決議

(14) 各国政府が絶滅にひんしている生物の保護手段

をすみやかにとることを勧告する｡

(15) オランウータンの生息する国に,その生態の研

究を実施することを勧告する｡

(16) フィリピン政府に,Monkey-eatingEagleの保

存をはかることを勧告する｡

(17) フィリピン政府に,Tamaran(ミソドp島産小
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水牛)の保存の施策を勧告する｡

(18) UNESCO とFAOに,タイ ･カンボジア ･ラオ

∴政1刷'4fy力のもとでの,オオナマズの Pangastus

Sanitwongseと PangasianodonGigasの研究を

勧吉する

(19) 各国にウ ミガメの研究を勧告する=

(20) 東南アジアですでに使用をみる FieldImnlObi-

1izationTechniquesの 今後の 使用について い分

な注意をは らうことを警告する-

(21) 各同政府に,捕獲 された絶滅にひんする生物の

繁殖に 卜分な注意を払 うことを警告する

(Ⅳ) 国 立公園および生点保 護区にかんする決議

cZ2) 各国政府に,永久的法律基礎に もとづ く国 立公

園制度をたてることを勧告する=,

(2:3) サ/:の Ulu Segalllaに オランウー タン保護区

をもうけることを勧告するr

CZ4) 7レ-シア政府に,SungarDusan保護区を-j',

て トラ一拍サイのために使用することを 勧告す

る

CZ5) マレーシア政府に国立公園と保護区との両政策

の調整を勧告する-メ

C26) フ fリピソ政府に タール湖(jl｢翫1悠ー満目昔走を勧

吉する

(27) インドネシ7政府 にジャワー [中T-イの ため の

UdJong.Kulong保護区 の 施設継続拡充を勧告す

る

(L2S) 各国政 府に道路 ･鉄道 ･送電線建設の さ い佳日′

公園との関連に留意することを勧告する､

cZg) サラワクに,GunongMuln国立公園指定を勧

苫する｡

(:I)) ホンコソ総督府に国 立公園設置を勧告する一

3

この会議に参加 して,教えられたことは,いろいろ

とあった｡しか し,その うち,とくに強 く感せ られた

諸点をあげたいー

第 1は,自然保護について,東南アジアてきわめて

強い関心 がいだかれるように な ったことだ- もち 7)

ん,この点については,マラヤ ･サ/ミ･ サラ.7ク ･シ

ン-JIポ-ルなどの侶英領棉民地が一歩 ぬきんでている

が,その他の諸国も,程度の差 こそあれ,なんらかの

方策を講 じようとしている二問題が多種多様であ り,

fi:かなか容易なら貴幸;業であることは, まちか いな

し､

京大東南アジア研究センタ-として,生物関係L,)プ

ロジーT-クトをたて,これをすすめてゆ くにあたって,

これ ら自然保護開拓F･と密接な連絡をとることが自他

ともに有利てはなかろうか わた くLは,へ-/i-を

Lr)こらずれ挙 し,かつ執筆者の所属をもつけ加えたの

は,生物luP牛)こんごのプロジJ_ク トの参考に供 した

か -つたわけである-決議項 目をあげたのも,また回し

意味であるこ東南アジア諸国にどんな専門家がお り,

どんな問題をとりあげているかを知るた紬 二,このへ

-パーは教えることが多いであろう｡

第 2′-これだけの重要な会議であるにかかわ らず,

日本か らは但馬の コオノトリ捕獲に成功された叫 皆鳥

類研究所員吉井正氏 とわた くLが 出席 した だけ だ一)

たこわた くLは IiaisonofficerLr)ようなものだから,

正確には鳥類専門家が 1人参加 しただけだといってよ

し← 東南アジア開発協力がわが国のひとつの課題であ

る今日, こしr)会議にか ぎらず,東南アジア関係の国際

会議には,かならず積極的にどしどし専門家を送るべ

きではなかろうか｡

第 3 会議の運常かすは らしく上手であ一号∴ わた

くLは,IUCN のこうした能力を高 く評価する｡それ

以上に会議の前後はもちろん会議期間の午後を利用し

てJ)エキスカーシ 三三ン,あるいは夜の レセブシ=1ン,

--バIの('口戊,出師考にたいする送迎ならびに宿舎

の世話, こういう仕事を全部た くj吊こや ってのけたタ

イ糾織委tlll会,とりわけ国家研究会議の能力 ･努力に

たい して,心か ら敬意を表 したいと思 う｡まことに,

7TLニとなものだ ったとの一言 につきる0 本報賃 にお

いても, わた くLは, NRCの 副事務総長 Pradisth

ClleOSakul博上, また実務担当の PraphaipllittDo･

navanik夫人の 2人の名前をとくにあげておかずには

お られない
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